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プレスリリース   

平成２４年１０月５日 

独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

近畿中国四国農業研究センター 

 

硝子状の粒が少なく精麦の白度が高い 

裸麦新品種「ハルヒメボシ」 
－麦味噌・麦ごはん用の高品質・多収品種－ 

 

ポイント 

・硝子率 1)（硝子状の粒の割合）が低く、精麦 2)の白度が高い、高品質の六条裸麦 3)

を育成しました。 

・早生で、倒伏に強い上、成熟期に稈が折れにくく、収量性が高いなど、栽培性も優

れています。 

・品質区分 4)における品質評価基準の硝子率、白度の基準値を達成しやすく、生産者

の収益性の確保が期待できます。 

 

概要  

農研機構 近畿中国四国農業研究センターは、硝子率が低く、精麦白度が高い早

生・多収の裸麦新品種「ハルヒメボシ」を育成しました。 

「ハルヒメボシ」は、精麦用裸麦としての品質評価基準の硝子率、白度の基準値を

達成しやすい麦味噌・麦ごはん用の品種です。また、早生で倒伏に強く稈が折れにく

いこと等により安定的な収量が見込めます。したがって、「ハルヒメボシ」の作付け

により、生産者の手取りの確保が期待できます。 

硝子率の増加が問題となっている裸麦産地に広く普及することが期待されます。今

秋からは、愛媛県の東予地域で「ヒノデハダカ 5)」および「マンネンボシ 6)」の一部

代替として栽培される予定です。 

 

予算：農林水産省委託プロジェクト「水田の潜在能力発揮等による農地周年有効活用

技術の開発」および運営費交付金 

品種登録：出願番号 第２６８６８号（平成 24 年 3 月 28 日出願） 

 

問い合わせ先  

研究推進責任者：農研機構 近畿中国四国農業研究センター所長 長峰 司 

研究担当者：作物機能開発研究領域 上席研究員 吉岡 藤治 

広報担当者：広報普及室 関谷 敬三 TEL 0877-63-8129 FAX 0877-63-1683 

    内田 晴夫、花野 義雄 TEL 0877-63-8143 
 

本資料は筑波研究学園都市記者会、農業技術クラブ、福山市政記者クラブ、日本農業新聞中

国四国支所、日本農業新聞四国支局、広島県政記者クラブ、岡山県政記者クラブ、高松経済

記者クラブ、善通寺記者クラブ、JA 香川県総務部組織広報課、愛媛番町記者クラブに配付し

ています。 
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（開発の社会的）背景と経緯  

大麦の生産拡大と安定供給が求められる中、特に裸麦は需要に対して生産量が少な

い、いわゆる需給のミスマッチが続いています。一方で麦（裸麦を含む大麦と小麦）

は用途に応じた高品質な原料が求められるため、用途別に定めた品質評価基準に照ら

して評価を行い、Ａ～Ｄランクの品質区分に当てはめられます。各評価項目の基準

値・許容値を満たさなければ、農業者戸別所得補償制度に基づく生産者への交付金が

少なくなってしまいます。 
六条裸麦は主に搗精 7)加工して味噌用や麦ご飯用の原料として用いられますが、

「主食等用はだか麦」の評価項目には「（精麦）白度」や「硝子率」が含まれていま

す（資料１）。しかし近年は、特にこの硝子率の基準値（50%以下）・許容値（60%以

下）を達成できなくなってきたことが全国の大麦産地で問題となっています。 
そこで近畿中国四国農業研究センターでは、高品質で安定多収の裸麦品種として

「ハルヒメボシ」を育成しました。「ハルヒメボシ」は現行の品種に比べて硝子率が

低く精麦白度が高いため品質評価基準の基準値を達成しやすく、かつ倒伏に強く稈が

折れにくいこと等により安定生産が可能なので、生産者の手取りの確保が見込める品

種です。 
なお本品種育成にあたって、2010(平成 22)年度からは農林水産省委託プロジェク

ト「水田の潜在能力発揮等による農地周年有効活用技術の開発」の研究経費を用いま

した。また普及の可能性を検討するため、農林水産省競争的研究資金「新たな農林水

産政策を推進する実用技術開発事業」の研究課題の中で、愛媛県内の課題参画機関に

栽培特性と精麦・味噌加工適性の評価を受けました。 
 

（研究の）内容・意義  

１．「ハルヒメボシ」の育成経過 

1995(平成 7）年 4 月に、倒伏に強く整粒歩合が優れる「四 R 系 1350（後の「マ

ンネンボシ」）」を母、短稈の「四 R 系 1311」と早生で穂長が長い「四 R 系 1324」
の F1 を父とする組合せの人工交配を行い、以降、選抜を重ね、早生・多収で高品質

な系統を育成しました。2003(平成 15)年度から「四国裸 110 号」として、大麦生産

県での栽培適性と品質特性を調査してきました。2012(平成 24)年 3 月に「ハルヒメ

ボシ」と名付け種苗法に基づく品種登録出願を行いました（出願番号：第 26868 号）

（図１）。  
２．「ハルヒメボシ」の主な特性 

１）近年問題となっている硝子率が現行の品種に比べて低く、また精麦の白度が高

く、搗精過程で砕けてしまう粒の発生が少ないなど、精麦加工品質が優れてい

ます（表１）。 

２）出穂期と成熟期は「イチバンボシ 8)」と同時期の早生で、倒伏や成熟期以降の

稈の折れ 9)（中折れ）はほとんどありません（図２）。穂数はやや少ないものの、

穂長が長く、多収です。育成地（香川県善通寺市）では、「イチバンボシ」より

も安定的に多収で、平均で１割以上収量が増加しました（表１）。 
３）麦味噌醸造時の発酵性や白度・明度や硬度などの物理的特性は従来の原料用品

種と大きな違いがないことから、同等の味噌加工適性があると判断されます（図

３）。  
３．「ハルヒメボシ」の名前の由来 

麦畑で“春”に美しく穂をなびかせる様子と粒の白さから“姫”をイメージし、ま

た輝く“星”になるような普及を願って「ハルヒメボシ」と名付けました。 
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表１　「ハルヒメボシ」の主な特性

60%
搗精時間

(分:秒)

精麦
白度
(%)

砕粒率
(%)

ハルヒメボシ 4.06 5.19 5.9 0.4 62.4 112 15.5 11:00 48.6 3.1

イチバンボシ 4.06 5.19 5.2 0.6 55.9 (100) 33.6 10:27 45.5 13.1

マンネンボシ 4.08 5.21 5.1 0.2 56.6 101 35.2 10:26 42.9 4.1

ヒノデハダカ 4.05 5.18 5.1 1.0 54.8 98 30.2 12:24 43.4 6.3

2004～2010年度のドリル播標肥栽培成績の平均値

倒伏程度は、0（無）～5（甚）の6階級評価

精麦品質
硝子
率
(%)

整粒
収量

(kg/a)

同左
標準比

(%)

穂長
(cm)

倒伏
程度

系統・品種名
出穂期
(月.日)

成熟期
(月.日)
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今後の予定・期待  

１．当面の普及予定 

愛媛県の東予地域で栽培されている「ヒノデハダカ」および「マンネンボシ」の一

部代替としての普及に向けて、今秋は味噌原料用としての生産・販売面の検証を行う

ために約 11ha の栽培実証が予定されています。 
 

２．今後の普及拡大への期待 

品質評価基準の基準値を達成できなくて収益が上がらず、大麦生産の衰退が懸念さ

れている産地でも、現在栽培している品種に替えて「ハルヒメボシ」を作付けするこ

とで生産意欲を喚起することが期待できます。 
さらに新規作付け拡大により、裸麦の需給ミスマッチの解消や、「食料・農業・農

村基本計画」における生産数量目標 10)達成にも貢献することが期待されます。 
 

３．その他 

9 月 14～15 日に京都産業大学で開催された日本育種学会において発表しました。 
 
用語の解説  

1)硝子率：大麦では硝子質粒よりも粉状質粒の方が搗精加工し易いとされ、品質評価

基準で硝子質粒の割合を示す硝子率が評価項目の一つに挙げられています（資

料１）。穀粒を半切して、検査員が切断面を観察して硝子質粒の割合を規定の

計算式で算出しますが、近年は、画像解析によって硝子質と粉状質を判別し、

硝子率を算出する判定装置も開発されています（資料２）。はだか麦の硝子率

の基準値は 50%以下、許容値は 60%以下で、許容値を上回ると品質区分が下が

り数量払の交付単価が低くなります。近年、硝子質粒の増加により硝子率の基

準値・許容値の達成が困難となってきたことが、全国の大麦生産地で問題にな

っています。 

 

2)精麦（せいばく）：大麦を搗精加工した搗精麦のことを、通常は単に精麦と言いま

す。一般的に色が白いものが良いとされ、品質評価基準の評価項目には「（精

麦）白度」が含まれています。 

 

3)裸麦：大麦には、穀皮が穀粒に貼り付いて脱穀してもはずれない「皮麦」と、脱穀

により穀皮が穀粒から容易にはずれる「裸麦」があります。農林水産統計にお

いては、はだか麦は二条大麦・六条大麦とは区別され、小麦と合わせて４麦の

構成要素になっています。主に瀬戸内海沿岸の各県や北九州地域で作付けされ

ており、地域特産物として生産振興している産地もあります。国内の裸麦の生

産量は大麦全体の約８％程度で、作付面積は微増傾向ですが、実需者からはさ

らなる増産を強く要望されており、需給のミスマッチが続いています。 

 

4)品質区分：農業者戸別所得補償制度に基づく生産者への交付金のうち、麦類（小麦・

大麦）の数量払については、品質区分により交付額が異なります。品質区分は、

用途別に定めた品質評価基準（４つの評価項目とその基準値および許容値）に

照らして評価を行い、Ａ～Ｄランクに区分されます。「主食等用小粒（六条）

大麦・はだか麦」では、容積重・細麦率・（精麦）白度・硝子率が評価項目と

なっています（資料１）。４つの評価項目の内、基準値を３つ以上達成し、か
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つ、許容値をすべて達成しているものがＡランクとなります。一方、許容値を

１つでも達成できないとＣランク以下となり、数量払の交付単価が低くなって

しまいます。 

 

5)ヒノデハダカ：1957(昭和 32)年度に、当時指定試験地であった鳥取県農業試験場東

伯分場で育成された六条裸麦品種（裸麦農林 15 号）です。最近の品種と比べ

て栽培性や外観・精麦品質は劣りますが、味噌業界からの要望が継続的にある

ため、現在は愛媛県今治地区で、麦味噌・醤（ひしお）用として約 70ha 作付

けされています。 

 

6)マンネンボシ：2001(平成 13)年度に四国農業試験場（現・農研機構 近中四農研 四

国研究センター）で育成された六条裸麦品種（裸麦農林 33 号）です。主に愛

媛県で約 1,500ha 作付けされており、裸麦全体の３割以上の作付け面積があり

ます。倒伏に強く「イチバンボシ」並の多収で、やや円形の大粒で粒揃いが良

く、整粒歩合が高い特性があります。 

 

7)搗精（とうせい）：穀粒の外側を削り精白する加工工程のことです。裸麦を含む大

麦では、押麦などの主食用、焼酎用、麦味噌用の原料は、通常は搗精加工して

から用いられます。 

 

 

8)イチバンボシ：1992(平成 4)年度に四国農業試験場（現・農研機構 近中四農研 四

国研究センター）で育成された、現在の六条裸麦の主力品種（裸麦農林 31 号）

です。四国や九州を中心に全国で約 2,500ha 作付けされており、裸麦全体の作

付け面積の５割以上を占めています。早生で多収であるとともに精麦への加工

適性が優れています。 

 

9)稈の折れ：稈が途中で折れる現象で、“中折れ（なかおれ）”とも呼称されます。

主に成熟期以降に発生し、発生が多いと収穫が難しくなるほか、コンバインに

よる収穫ロスが多くなります。品種間差があり、「ヒノデハダカ」は比較的発

生し易い品種です。 

 

10)生産数量目標：2010(平成 22)年 3 月 30 日に閣議決定された「食料・農業・農村基

本計画」には主要品目ごとの 2020(平成 32)年度までの生産数量目標が示され

ており、大麦・はだか麦の生産数量目標は 35 万トン（現状約 17.5 万トン）と

されて、倍増が求められています。また、目標達成に向けた「克服すべき課題」

の一つとして「収量性に優れた良質な新品種の育成・普及」が挙げられていま

す。

<http://www.maff.go.jp/j/keikaku/k_aratana/pdf/kihon_keikaku_22.pdf> 
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資料１ 農業者戸別所得補償制度における麦の品質評価基準 

 

 
 

 

 

 

 

資料２ 硝子質粒とは 

 

 

○主食等用はだか麦

評価項目 基準値 許容値

容積重 840g/L以上 -

細麦率 2.0mm（篩：ふるい）下に2.0%以下 -

白度
43以上
（基準歩留６０％）

40以上

硝子率 50%以下 60%以下


